
当
館
架
蔵
の
徳
山
藩
藩
政
史
料
群
、
す
な
わ
ち
徳
山
毛
利
家
文
庫
の
中

に
「
御
蔵
本
日
記
」
一
一
六
六
冊
が
あ
る
。
元
禄
元
年
（
一
六
八
八
）
十

一
月
か
ら
明
治
元
年
（
一
八
六
八
）
四
月
ま
で
の
分
が
間
欠
的
に
遺
存
す

る
。
ま
た
、
徳
山
藩
は
正
徳
四
年
（
一
七
一
四
）
か
ら
享
保
四
年
（
一
七

一
九
）
ま
で
改
易
さ
れ
た
時
期
が
あ
る
。

史
料
中
の
（
※
）
の
記
述
は
筆
者
が
注
記
し
た
も
の
で
あ
る
。

一

御
貸
付
銀
算
用
違
い
事
件

享
保
十
二
年
（
一
七
二
七
）
五
月
十
八
日
条
に
こ
う
い
う
記
述
が
あ
る
。

一
小
田
仁
右
衛
門
儀
、
去
ル
辰
巳
両
年
（
※
享
保
九
・
十
年
）
御
貸

そ
の
内
容
の
余
り
の
豊
饒
さ
に
、
つ
い
つ
い
惹
か
れ
て
読
ま
さ
れ
る
こ

と
と
な
り
、
こ
の
作
業
に
十
数
年
を
費
や
す
こ
と
に
な
っ
た
。
読
破
す
る

と
は
思
い
も
よ
ら
ぬ
こ
と
だ
っ
た
。

付
方
相
勤
候
内
、
御
帳
定
勘
之
儀
、
去
秋
、
江
戸
御
留
守
番
ト
シ

テ
被
指
登
候
間
、
間
相
無
之
、
先
乗
船
被
仰
付
、
定
勘
之
儀
、
御

代
官
所
へ
御
頼
、
当
正
月
よ
り
相
究
候
処
、
御
算
用
引
合
不
埒
有

そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
関
心
の
赴
く
ま
ま
テ
ー
マ
を
立
て
て
「
徳
山

遠
石
の
祭
市
と
芝
居
興
行
―
近
世
中
期
、
地
方
小
都
市
の
社
会
―
」（
平
成

七
年
三
月
『
山
口
県
史
研
究
３
』
所
載
）
な
ど
な
ど
拙
文
と
し
て
き
た
。

さ
て
、
今
回
は
、
こ
れ
ま
で
と
は
異
な
っ
て
大
き
な
命
題
を
立
て
ず
、

小
石
を
拾
う
よ
う
に
、
埋
も
れ
て
し
ま
い
そ
う
だ
が
見
捨
て
難
い
、
ち
ょ

っ
と
面
白
い
小
話
を
い
く
つ
か
紹
介
し
、
当
該
日
記
の
魅
力
を
よ
り
一
層

知
っ
て
も
ら
お
う
と
思
う
。

之
候
、
此
段
本
人
趣
相
尋
候
ハ
て
ハ
難
分
候
、
仁
右
衛
門
御
番
手

交
代
罷
下
候
上
、
讃
談
被
仰
付
、
此
節
之
御
定
勘
可
被
指
延
哉
之

趣
、
御
代
官
池
田
権
右
衛
門
申
出
候
、
御
吟
味
之
上
、
仁
右
衛
門

儀
、
江
戸
よ
り
被
召
下
、
右
罪
不
審
之
廉
々
於
御
代
官
所
相
尋
候

処
申
分
無
之
候
、
就
夫
究
方
以
心
入
下
帳
其
外
取
替
物
等
引
合
為

仕
見
候
得
共
、
御
帳
面
に
相
違
無
之
、
後
役
引
渡
之
不
足
銀
不
相

見
ニ
極
り
候
、
就
夫
左
之
通
書
取
御
代
官
所
ヨ
リ
差
出
候

「
御
蔵
本
日
記
」
よ
も
や
ま
小
話 

吉 

積 

久 

年 
「
御
蔵
本
日
記
」
よ
も
や
ま
小
話

〈
史
料
紹
介
〉

吉
積
久
年

「
御
蔵
本
日
記
」
よ
も
や
ま
小
話
（
吉
積
）

一
一
九



 

（
マ
マ
） 

 

（
マ
マ
） 

享
保
九
辰
ノ
年
分
御
貸
付
方
御
算
用
書
取

役
人
小
田
仁
右
衛
門

一
銀
弐
百
弐
拾
八
貫
五
百
四
拾
参
匁
八
分
七
厘

但
此
内
弐
百
弐
拾
弐
貫
四
匁
六
分
四
厘
を
先
役
鶴
岡
郎
左
衛
門

よ
り
受
之
、
六
貫
五
百
三
拾
九
匁
弐
分
三
厘
ハ
御
米
銀
方
勝
屋

甚
右
衛
門
よ
り
受
之
、
引
合
右
之
辻
受
銀
也

一
同
六
貫
百
壱
匁
九
分
四
厘
五
毛

但
新
借
元
銀
六
拾
七
貫
七
百
弐
拾
七
匁
八
分
御
貸
付
之
利
銀
之

分

一
同
弐
貫
五
百
弐
拾
八
匁
九
分
五
毛

但
利
安
元
銀
五
拾
六
貫
三
百
五
拾
目
四
厘
御
貸
付
之
利
銀
之
分

一
同
四
貫
九
拾
八
匁
弐
厘
五
毛

但
元
四
拾
貫
九
百
八
拾
目
弐
分
五
厘
御
両
人
口
入
銀
御
貸
付
之

利
銀
之
分

一
同
六
貫
弐
百
五
匁
壱
分
三
厘

但
元
六
拾
弐
貫
五
拾
壱
匁
三
分

町
借
口
入
銀
御
貸
付
之
利
銀
之
分

合
弐
百
四
拾
七
貫
四
百
七
拾
七
匁
八
分
七
厘
五
毛
後
勘
請
辻

但
此
内
壱
貫
四
百
三
拾
四
匁
四
分
八
厘
御
貸
銀
残
り
現
銀
之
分

外

五
百
拾
壱
匁
壱
分
五
厘

当
り
違
外
究
出
不
足
銀

享
保
十
巳
年
分
御
貸
付
方
御
算
用
書
取

役
人
小
田
仁
右
衛
門

一
銀
弐
百
九
拾
四
貫
九
百
弐
拾
六
匁
五
分
四
厘

但
此
内
弐
百
四
拾
七
貫
四
百
七
拾
七
匁
八
分
七
厘
五
毛
を
先
勘

請
之
、
四
拾
七
貫
四
百
四
拾
八
匁
六
分
六
厘
五
毛
ハ
御
米
銀
方

時
鷹
九
郎
右
衛
門
よ
り
請
之
引
合
右
辻
請
之

一
同
五
貫
四
百
弐
拾
六
匁
八
分
八
厘
弐
毛

但
新
借
元
銀
五
拾
四
貫
九
百
六
拾
五
匁
三
分
七
厘
五
毛
御
貸
付

銀
之
利
銀

一
同
弐
貫
八
匁
八
分
八
厘

但
利
安
元
銀
四
拾
貫
九
百
弐
拾
目
九
分
三
厘
弐
厘
御
貸
付
之
利

銀
之
分

一
同
四
貫
九
拾
八
匁
弐
分
五
毛

但
両
人
口
入
銀
元
四
拾
貫
九
百
八
拾
目
弐
分
五
厘
御
貸
付
之
利

銀
之
分

一
同
六
貫
弐
百
三
匁
弐
分
三
厘
三
毛

但
町
借
口
入
銀
元
六
拾
弐
貫
三
拾
弐
匁
三
分
御
貸
付
之
利
銀
之

分

表１ 享保 年（元文元年）の「御蔵本日記」に写された諸算用帳一覧

月日 名 称

遠石浦享保 年正～ 月帆別銀・酒場運上銀并市地料取立算用

享保 年 月 日～享保 年７月蔵本札座於本締正銀札銀受払算用

お幸様台所享保 年 月～同 年閏３月米銀方受払算用

（※享保 年 月～同 年 月分が 月 日条に記述）

享保 年諸浦運上銀書取

享保 年 ヶ村見取紙仕入米銀受払算用

享保 年閏 月～同 月 日徳山厩銀子大豆諸払方算用

奥廻城山下摺算用

浦山薪立下摺算用

享保 年分米銀請払方算用

奈古小払方享保 年 ～ 月御米銀其外請小払方算用

奈古川口寅（享保 年） ～卯（同 年） 月諸運上銀請払方算用

徳山諸作事享保 年 月～同 年 月米銀其外算用

富田 ヶ浦享保 年 月 日～同 年 月帆別銀酒場馳走銀下村福川市地料取立算用

享保 年分下松浦帆別銀等、久保市岡市垰市地料銀取立算用

所務方享保 年分米銀取立算用

享保 年正～ 月下松浦帆別運上卯年分久保市酒場馳走銀取立算用

享保 年分富海浦帆別運上酒場馳走市地料取立算用

奈古勘場小払方卯（享保 年） 月～辰（享保 年） 月米銀請払算用

札方享保 年 月 日～同 年 月 日正銀札銀請払算用

享保 年家中并地方馳走取立算用

大請方享保 年分米銀受払算用

享保 年 月 日～同 年 月 日大坂蔵屋敷米紙代銀受払算用

須万村勘場小払方享保 年 月～元文元年 月御用米請払算用

徳山遠石浦享保 年正～ 月帆別其外運上銀并市地料夏納銀算用

富田 ヶ浦享保 年 ～ 月帆別其外運上銀并市地料夏納銀算用

下松浦享保 年 ～ 月并久保市岡市垰市夏納銀算用

江戸米銀方享保 年 月参勤道中より元文元年 月下り道中迄金銀其外万請払方算用

竹次郎様・久米三郎様享保 年 月 日～同 年 月 日米銀方請払方算用

地山方享保 年 月～同 年 月畠薪其外売払物代銀取立算用

御船手享保 年 月～同 年 月米銀方請払算用

徳山米銀方享保 年 月～元文元年７月金銀米大豆算用

享保 年分所務方米銀方取立算用

享保 年 月～元文元年 月栄谷御用紙渡万請払算用

「
御
蔵
本
日
記
」
よ
も
や
ま
小
話
（
吉
積
）

一
二
〇



 

（
マ
マ
） 

 

（
マ
マ
） 

享
保
九
辰
ノ
年
分
御
貸
付
方
御
算
用
書
取

役
人
小
田
仁
右
衛
門

一
銀
弐
百
弐
拾
八
貫
五
百
四
拾
参
匁
八
分
七
厘

但
此
内
弐
百
弐
拾
弐
貫
四
匁
六
分
四
厘
を
先
役
鶴
岡
郎
左
衛
門

よ
り
受
之
、
六
貫
五
百
三
拾
九
匁
弐
分
三
厘
ハ
御
米
銀
方
勝
屋

甚
右
衛
門
よ
り
受
之
、
引
合
右
之
辻
受
銀
也

一
同
六
貫
百
壱
匁
九
分
四
厘
五
毛

但
新
借
元
銀
六
拾
七
貫
七
百
弐
拾
七
匁
八
分
御
貸
付
之
利
銀
之

分

一
同
弐
貫
五
百
弐
拾
八
匁
九
分
五
毛

但
利
安
元
銀
五
拾
六
貫
三
百
五
拾
目
四
厘
御
貸
付
之
利
銀
之
分

一
同
四
貫
九
拾
八
匁
弐
厘
五
毛

但
元
四
拾
貫
九
百
八
拾
目
弐
分
五
厘
御
両
人
口
入
銀
御
貸
付
之

利
銀
之
分

一
同
六
貫
弐
百
五
匁
壱
分
三
厘

但
元
六
拾
弐
貫
五
拾
壱
匁
三
分

町
借
口
入
銀
御
貸
付
之
利
銀
之
分

合
弐
百
四
拾
七
貫
四
百
七
拾
七
匁
八
分
七
厘
五
毛
後
勘
請
辻

但
此
内
壱
貫
四
百
三
拾
四
匁
四
分
八
厘
御
貸
銀
残
り
現
銀
之
分

外

五
百
拾
壱
匁
壱
分
五
厘

当
り
違
外
究
出
不
足
銀

享
保
十
巳
年
分
御
貸
付
方
御
算
用
書
取

役
人
小
田
仁
右
衛
門

一
銀
弐
百
九
拾
四
貫
九
百
弐
拾
六
匁
五
分
四
厘

但
此
内
弐
百
四
拾
七
貫
四
百
七
拾
七
匁
八
分
七
厘
五
毛
を
先
勘

請
之
、
四
拾
七
貫
四
百
四
拾
八
匁
六
分
六
厘
五
毛
ハ
御
米
銀
方

時
鷹
九
郎
右
衛
門
よ
り
請
之
引
合
右
辻
請
之

一
同
五
貫
四
百
弐
拾
六
匁
八
分
八
厘
弐
毛

但
新
借
元
銀
五
拾
四
貫
九
百
六
拾
五
匁
三
分
七
厘
五
毛
御
貸
付

銀
之
利
銀

一
同
弐
貫
八
匁
八
分
八
厘

但
利
安
元
銀
四
拾
貫
九
百
弐
拾
目
九
分
三
厘
弐
厘
御
貸
付
之
利

銀
之
分

一
同
四
貫
九
拾
八
匁
弐
分
五
毛

但
両
人
口
入
銀
元
四
拾
貫
九
百
八
拾
目
弐
分
五
厘
御
貸
付
之
利

銀
之
分

一
同
六
貫
弐
百
三
匁
弐
分
三
厘
三
毛

但
町
借
口
入
銀
元
六
拾
弐
貫
三
拾
弐
匁
三
分
御
貸
付
之
利
銀
之

分

表１ 享保 年（元文元年）の「御蔵本日記」に写された諸算用帳一覧

月日 名 称

遠石浦享保 年正～ 月帆別銀・酒場運上銀并市地料取立算用

享保 年 月 日～享保 年７月蔵本札座於本締正銀札銀受払算用

お幸様台所享保 年 月～同 年閏３月米銀方受払算用

（※享保 年 月～同 年 月分が 月 日条に記述）

享保 年諸浦運上銀書取

享保 年 ヶ村見取紙仕入米銀受払算用

享保 年閏 月～同 月 日徳山厩銀子大豆諸払方算用

奥廻城山下摺算用

浦山薪立下摺算用

享保 年分米銀請払方算用

奈古小払方享保 年 ～ 月御米銀其外請小払方算用

奈古川口寅（享保 年） ～卯（同 年） 月諸運上銀請払方算用

徳山諸作事享保 年 月～同 年 月米銀其外算用

富田 ヶ浦享保 年 月 日～同 年 月帆別銀酒場馳走銀下村福川市地料取立算用

享保 年分下松浦帆別銀等、久保市岡市垰市地料銀取立算用

所務方享保 年分米銀取立算用

享保 年正～ 月下松浦帆別運上卯年分久保市酒場馳走銀取立算用

享保 年分富海浦帆別運上酒場馳走市地料取立算用

奈古勘場小払方卯（享保 年） 月～辰（享保 年） 月米銀請払算用

札方享保 年 月 日～同 年 月 日正銀札銀請払算用

享保 年家中并地方馳走取立算用

大請方享保 年分米銀受払算用

享保 年 月 日～同 年 月 日大坂蔵屋敷米紙代銀受払算用

須万村勘場小払方享保 年 月～元文元年 月御用米請払算用

徳山遠石浦享保 年正～ 月帆別其外運上銀并市地料夏納銀算用

富田 ヶ浦享保 年 ～ 月帆別其外運上銀并市地料夏納銀算用

下松浦享保 年 ～ 月并久保市岡市垰市夏納銀算用

江戸米銀方享保 年 月参勤道中より元文元年 月下り道中迄金銀其外万請払方算用

竹次郎様・久米三郎様享保 年 月 日～同 年 月 日米銀方請払方算用

地山方享保 年 月～同 年 月畠薪其外売払物代銀取立算用

御船手享保 年 月～同 年 月米銀方請払算用

徳山米銀方享保 年 月～元文元年７月金銀米大豆算用

享保 年分所務方米銀方取立算用

享保 年 月～元文元年 月栄谷御用紙渡万請払算用

「
御
蔵
本
日
記
」
よ
も
や
ま
小
話
（
吉
積
）

一
二
一



以
上
三
百
拾
弐
貫
六
百
六
拾
三
匁
五
分
三
厘

内七
百
五
拾
九
匁
八
分

但
山
田
三
左
衛
門
請
取
状
不
足
引
之

弐
貫
六
百
七
拾
弐
匁
壱
分
四
厘
九
毛

但
請
銀
之
内
不
足
引
之

残
而
三
百
九
貫
弐
百
三
拾
壱
匁
六
分
壱
厘
壱
毛

享
保
十
一
午
年
分
請
辻

此
内
九
拾
三
貫
三
百
五
拾
五
匁
五
分
三
厘
四
毛
御
貸
付
残
り
現
銀

之
分
外
ニ
七
百
五
拾
九
匁
八
分

但
山
田
三
左
衛
門
請
取
状
不
足
之
分

弐
貫
六
百
七
拾
弐
匁
壱
分
四
厘
九
毛

但
請
銀
不
足
之
分

七
匁
八
分
五
厘

但
利
銀
取
立
不
足

合
三
貫
四
百
三
拾
九
匁
七
分
九
厘
九
毛
究
出
不
足
辻

未
五
月
十
七
日

右
両
年
分
ニ
而
銀
高
三
貫
九
百
五
拾
目
九
分
四
厘
九
毛
引
負
辻
也

一
小
田
仁
右
衛
門
、
此
間
御
定
勘
御
代
官
所
毎
日
罷
出
候
、
今
日

於
御
蔵
本
御
尋
之
儀
有
之
、
就
夫
無
何
と
御
代
官
所
よ
り
御
蔵
本

罷
出
候
様
ニ
申
遣
候
、
早
速
罷
出
候
事

（
中
略
）

一
望
月
弁
右
衛
門
、
追
而
内
蔵
殿
御
呼
出
被
仰
渡
候
趣
は
小
田
仁
右

衛
門
、
右
御
役
中
相
違
銀
之
事
御
尋
被
仰
付
候
処
、
兎
角
申
分
無

之
候
、
依
之
知
行
被
召
放
、
先
揚
屋
江
被
遣
被
置
、
妻
子
御
構
無

之
、
其
内
御
領
内
不
被
差
免
候
旨
、
御
書
付
ヲ
此
段
可
申
渡
通
、

弁
右
衛
門
へ
被
仰
渡
候
、
尤
仁
右
衛
門
宅
欠
所
被
仰
付
之
旨
也

こ
れ
は
、
御
貸
付
銀
の
決
算
に
あ
た
っ
て
、
享
保
九
・
十
年
を
担
当
し
、

享
保
十
二
年
当
時
江
戸
御
留
守
番
を
担
っ
て
い
た
人
物
、
御
勘
定
手
子
の

小
田
仁
右
衛
門
に
帳
簿
と
決
算
残
額
と
の
間
に
齟
齬
の
あ
る
こ
と
が
露
見

し
、
そ
の
詮
議
の
こ
と
を
写
し
と
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
決
算

の
中
味
を
記
録
し
て
い
る
の
だ
が
、
当
該
日
記
に
は
こ
の
よ
う
な
事
項
毎

の
算
用
書
（
決
算
書
）
が
多
数
筆
写
さ
れ
て
お
り
、
藩
の
中
枢
に
あ
た
る

蔵
本
の
役
割
を
如
実
に
物
語
っ
て
い
る
。
享
保
二
十
一
年
（
元
文
元
・
一

七
三
六
）
の
当
該
日
記
に
引
写
さ
れ
た
算
用
の
項
目
を
拾
い
集
め
た
の
が

表
１
で
あ
る
。

な
お
、
こ
の
事
件
、
ど
う
収
束
が
図
ら
れ
た
の
か
。

同
文
庫
「
記
録
所
日
記
」
享
保
十
二
年
（
一
七
二
七
）
六
月
三
日
条
に

こ
う
記
述
さ
れ
る
。

「
御
蔵
本
日
記
」
よ
も
や
ま
小
話
（
吉
積
）

一
二
二



以
上
三
百
拾
弐
貫
六
百
六
拾
三
匁
五
分
三
厘

内七
百
五
拾
九
匁
八
分

但
山
田
三
左
衛
門
請
取
状
不
足
引
之

弐
貫
六
百
七
拾
弐
匁
壱
分
四
厘
九
毛

但
請
銀
之
内
不
足
引
之

残
而
三
百
九
貫
弐
百
三
拾
壱
匁
六
分
壱
厘
壱
毛

享
保
十
一
午
年
分
請
辻

此
内
九
拾
三
貫
三
百
五
拾
五
匁
五
分
三
厘
四
毛
御
貸
付
残
り
現
銀

之
分
外
ニ
七
百
五
拾
九
匁
八
分

但
山
田
三
左
衛
門
請
取
状
不
足
之
分

弐
貫
六
百
七
拾
弐
匁
壱
分
四
厘
九
毛

但
請
銀
不
足
之
分

七
匁
八
分
五
厘

但
利
銀
取
立
不
足

合
三
貫
四
百
三
拾
九
匁
七
分
九
厘
九
毛
究
出
不
足
辻

未
五
月
十
七
日

右
両
年
分
ニ
而
銀
高
三
貫
九
百
五
拾
目
九
分
四
厘
九
毛
引
負
辻
也

一
小
田
仁
右
衛
門
、
此
間
御
定
勘
御
代
官
所
毎
日
罷
出
候
、
今
日

於
御
蔵
本
御
尋
之
儀
有
之
、
就
夫
無
何
と
御
代
官
所
よ
り
御
蔵
本

罷
出
候
様
ニ
申
遣
候
、
早
速
罷
出
候
事

（
中
略
）

一
望
月
弁
右
衛
門
、
追
而
内
蔵
殿
御
呼
出
被
仰
渡
候
趣
は
小
田
仁
右

衛
門
、
右
御
役
中
相
違
銀
之
事
御
尋
被
仰
付
候
処
、
兎
角
申
分
無

之
候
、
依
之
知
行
被
召
放
、
先
揚
屋
江
被
遣
被
置
、
妻
子
御
構
無

之
、
其
内
御
領
内
不
被
差
免
候
旨
、
御
書
付
ヲ
此
段
可
申
渡
通
、

弁
右
衛
門
へ
被
仰
渡
候
、
尤
仁
右
衛
門
宅
欠
所
被
仰
付
之
旨
也

こ
れ
は
、
御
貸
付
銀
の
決
算
に
あ
た
っ
て
、
享
保
九
・
十
年
を
担
当
し
、

享
保
十
二
年
当
時
江
戸
御
留
守
番
を
担
っ
て
い
た
人
物
、
御
勘
定
手
子
の

小
田
仁
右
衛
門
に
帳
簿
と
決
算
残
額
と
の
間
に
齟
齬
の
あ
る
こ
と
が
露
見

し
、
そ
の
詮
議
の
こ
と
を
写
し
と
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
決
算

の
中
味
を
記
録
し
て
い
る
の
だ
が
、
当
該
日
記
に
は
こ
の
よ
う
な
事
項
毎

の
算
用
書
（
決
算
書
）
が
多
数
筆
写
さ
れ
て
お
り
、
藩
の
中
枢
に
あ
た
る

蔵
本
の
役
割
を
如
実
に
物
語
っ
て
い
る
。
享
保
二
十
一
年
（
元
文
元
・
一

七
三
六
）
の
当
該
日
記
に
引
写
さ
れ
た
算
用
の
項
目
を
拾
い
集
め
た
の
が

表
１
で
あ
る
。

な
お
、
こ
の
事
件
、
ど
う
収
束
が
図
ら
れ
た
の
か
。

同
文
庫
「
記
録
所
日
記
」
享
保
十
二
年
（
一
七
二
七
）
六
月
三
日
条
に

こ
う
記
述
さ
れ
る
。

一
小
田
九
兵
衛
大
番
所
迄
出
仕
之
趣
は
、
先
頃
遠
慮
被
仰
付
候
処
、

此
間
首
尾
能
被
差
免
候
、
御
礼
之
右
被
差
免
候
節
、
不
快
罷
在
候

処
今
日
遂
出
仕
候
由
、
但
九
兵
衛
遠
慮
之
趣
は
彼
者
甥
小
田
仁
右

衛
門
御
貸
付
方
算
用
不
埒
之
儀
有
之
付
而
、
仁
右
衛
門
儀
揚
り
家

へ
被
遣
候
、
依
之
九
兵
衛
儀
も
遠
慮
被
仰
付
候
也

小
田
仁
右
衛
門
の
不
始
末
に
よ
り
、
叔
父
の
小
田
九
兵
衛
も
連
座
し
て

遠
慮
を
仰
付
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

二

反
古
紙
の
話

―
文
書
の
廃
棄
―

宝
暦
六
年
（
一
七
五
六
）
九
月
十
九
日
条
に
こ
う
い
う
記
述
が
あ
る
。

一
御
勘
定
所
へ
左
之
通

一
反
古
六
貫
百
目

但
享
保
弐
十
年
（
一
七
三
五
）
以
前
御
客
屋
御
船
手
御
算
用
帳
、

元
文
五
年
（
一
七
四
〇
）
申
八
月
よ
り
寛
保
三
年
（
一
七
四
三
）

亥
八
月
迄
御
新
宅
御
台
所
御
算
用
帳
三
勘
定
分
、
寛
延
三
年
（
一

七
五
○
）
午
八
月
よ
り
宝
暦
弐
年
（
一
七
五
二
）
申
七
月
迄
富
田
・

富
海
浦
御
運
上
帳
弐
勘
定
分
、
巳
午
未
三
ヶ
年
分
遠
石
祭
市
御
運

上
帳
共
に
右
御
蔵
元
御
用
ト
シ
テ
御
差
出
可
有
之
通
伊
藤
市
兵

衛
（
※
勘
定
所
）
へ
正
手
紙
差
出
之
、
左
候
而
反
古
御
作
事
方
御

用
ト
シ
テ
相
川
萩
右
衛
門
（
※
作
事
方
）
方
相
渡
候
事

表
向
き
は
、
反
古
紙
調
達
の
話
だ
が
、
逆
に
当
時
ど
う
い
う
文
書
が
作

成
さ
れ
、
反
古
紙
と
し
て
廃
棄
さ
れ
た
か
が
わ
か
る
こ
と
に
な
る
。
反
古

紙
に
関
す
る
記
事
を
拾
い
上
げ
た
の
が
表
２
で
あ
る
。

な
お
、
元
禄
七
年
（
一
六
九
四
）
六
月
十
八
日
条
に
は
、
反
古
の
値
段

が
、
一
貫
目
当
り
銀
四
匁
の
相
場
だ
と
記
さ
れ
る
。
ち
な
み
に
六
月
八
日
、

売
付
米
が
銀
百
目
当
り
二
石
五
斗
（
一
石
当
り
に
し
て
四
○
目
）
に
定
め

ら
れ
て
い
る
。

三

藩
領
内
の
戸
口
（
宗
門
究
め
）

明
和
元
年
（
一
七
六
四
）
十
月
五
日
条
に
徳
山
藩
総
人
数
の
記
述
が
あ

る
。

一
御
領
内
宗
門
究
相
済
ニ
付
、
惣
人
数
書
取
差
出
候
ニ
付
、
今
日
御

当
役
御
逢
被
成
候
、
人
数
左
之
通

一
惣
人
数
三
万
八
千
百
三
拾
五
人

右
之
通
之
事

次
の
よ
う
に
安
永
四
年
（
一
七
七
五
）
二
月
二
十
四
日
条
に
、
城
下
徳

山
村
の
家
数
の
変
化
が
物
語
ら
れ
、
家
普
請
に
つ
い
て
決
裁
者
が
、
代
官

か
ら
ト
ッ
プ
当
役
へ
変
更
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

覚

徳
山
村
之
内
近
年
家
数
相
増
候
由
、
相
聞
候
、
是
迄
は
御
代
官
役
了

「
御
蔵
本
日
記
」
よ
も
や
ま
小
話
（
吉
積
）

一
二
三



表
２

反
古
（
文
書
廃
棄
）
の
記
録

年
月
日

概
要

寬
保

（
）

反
古

貫
目

武
具
方
御
用
ノ
渋
紙
拵
と
し
て

宝
暦
元
（

）
正

反
古

目
御
用
に
つ
き
御
勘
定
所
有
掛
の
う
ち
無
用
の
分
指
出
し
の
命

宝
暦
６
（

）
反
古

貫
目

享
保

年
（

）
以
前
客
屋
船
手
算
用
帳

元
文

年
（

）
月
～
寬
保

年
（

）
月
新
宅
台
所
算
用
帳

寬
保

年
（

）
月
～
宝
暦

年
（

）
月
富
田
･富

海
浦
御
運
上
帳

巳
午
未
（
寬
延

･
年
、
宝
暦
元
年
（

～
）
）
遠
石
祭
市
御
運
上
帳

宝
暦

（
）

反
古

貫
寬
延

年
（

）
月
～
同

年
（

）
月
お
幸
様
御
台
所
算
用
横
帳

冊

宝
暦

年
（

）
月
～

月
□
□
六
兵
衛
御
算
用
帳

冊

延
享

年
（

）
月
～
同

年
（

）
月
西
御
新
宅
御
台
所
御
算
用
帳

冊

延
享
元
年
（

）
月
～
同

年
（

）
月
秀
之
助
様
御
御
台
所
御
算
用
帳

冊

寬
保

年
（

）
月
～
同

年
（

）
正
月
東
豊
井
塩
浜
御
運
上
取
立
方
算
用
帳

冊

寬
保

年
（

）
月
～
同

月
東
豊
井
塩
浜
御
運
上
取
立
方
算
用
帳

冊

ほ
か
に
諸
所
取
合
帳

冊

宝
暦

（
）

反
古

貫
目

寬
保

年
（

）
月
～
延
享

年
（

）
月
御
新
宅
御
台
所
御
算
用
帳

冊

延
享

年
（

）
閏

月
～
同

年
（

）
月
御
新
宅
御
台
所
御
算
用
帳

冊

延
享
元
年
（

）
正
月
～

月
御
新
宅
御
台
所
御
算
用
帳

冊

宝
暦

（
）

御
用
反
古
払
底

貫
目

延
享

年
（

）
以
前
の
下
札
留
帳

｢此
内
追
々
差
出
｣

年
分
、
｢後

年
も
追
々

ケ
年
分
差
出
」

「
御
蔵
本
日
記
」
よ
も
や
ま
小
話
（
吉
積
）

一
二
四



表
２

反
古
（
文
書
廃
棄
）
の
記
録

年
月
日

概
要

寬
保

（
）

反
古

貫
目

武
具
方
御
用
ノ
渋
紙
拵
と
し
て

宝
暦
元
（

）
正

反
古

目
御
用
に
つ
き
御
勘
定
所
有
掛
の
う
ち
無
用
の
分
指
出
し
の
命

宝
暦
６
（

）
反
古

貫
目

享
保

年
（

）
以
前
客
屋
船
手
算
用
帳

元
文

年
（

）
月
～
寬
保

年
（

）
月
新
宅
台
所
算
用
帳

寬
保

年
（

）
月
～
宝
暦

年
（

）
月
富
田
･富

海
浦
御
運
上
帳

巳
午
未
（
寬
延

･
年
、
宝
暦
元
年
（

～
）
）
遠
石
祭
市
御
運
上
帳

宝
暦

（
）

反
古

貫
寬
延

年
（

）
月
～
同

年
（

）
月
お
幸
様
御
台
所
算
用
横
帳

冊

宝
暦

年
（

）
月
～

月
□
□
六
兵
衛
御
算
用
帳

冊

延
享

年
（

）
月
～
同

年
（

）
月
西
御
新
宅
御
台
所
御
算
用
帳

冊

延
享
元
年
（

）
月
～
同

年
（

）
月
秀
之
助
様
御
御
台
所
御
算
用
帳

冊

寬
保

年
（

）
月
～
同

年
（

）
正
月
東
豊
井
塩
浜
御
運
上
取
立
方
算
用
帳

冊

寬
保

年
（

）
月
～
同

月
東
豊
井
塩
浜
御
運
上
取
立
方
算
用
帳

冊

ほ
か
に
諸
所
取
合
帳

冊

宝
暦

（
）

反
古

貫
目

寬
保

年
（

）
月
～
延
享

年
（

）
月
御
新
宅
御
台
所
御
算
用
帳

冊

延
享

年
（

）
閏

月
～
同

年
（

）
月
御
新
宅
御
台
所
御
算
用
帳

冊

延
享
元
年
（

）
正
月
～

月
御
新
宅
御
台
所
御
算
用
帳

冊

宝
暦

（
）

御
用
反
古
払
底

貫
目

延
享

年
（

）
以
前
の
下
札
留
帳

｢此
内
追
々
差
出
｣

年
分
、
｢後

年
も
追
々

ケ
年
分
差
出
」

簡
を
以
被
差
免
来
候
得
共
、
自
今
願
出
有
之
候
は
ゝ
、
御
当
役
御
聞

届
可
被
成
と
の
御
事

未
二
月

御
蔵
本

御
代
官
所

こ
の
宗
門
究
め
に
つ
い
て
は
、
こ
う
い
う
話
も
書
き
留
め
ら
れ
て
い
る
。

寛
延
三
年
（
一
七
五
○
）
八
月
十
八
日
の
記
述
。

一
黒
川
十
右
衛
門
（
※
寺
社
町
奉
行
）
申
出
候
、
頃
日
御
家
来
中
名

替
多
、
宗
門
帳
指
閊
候
通
ニ
付
、
相
伺
候
処
、
宗
門
帳
宰
判
等
相

調
候
分
は
、
前
々
之
名
ニ
而
、
先
当
年
は
相
済
候
様
ニ
と
の
御
事

ニ
付
、
其
段
十
右
衛
門
へ
申
達
候
事

翌
年
九
月
七
日
条
に
は
具
体
的
に
、
計
一
八
名
の
名
替
え
が
許
さ
れ
た

と
あ
る
。
宗
門
究
め
の
作
業
が
錯
綜
し
遅
延
を
来
す
事
態
を
招
い
た
と
い

う
事
実
。
当
該
日
記
に
宗
門
究
め
の
終
了
と
と
も
に
記
録
さ
れ
る
領
内
総

人
数
を
拾
う
と
表
３
の
と
お
り
に
な
る
。

正
徳
四
年
（
一
七
一
四
）
に
比
べ
る
と
、
寛
政
七
・
十
一
年
（
一
七
九

五
・
一
七
九
九
）
は
四
四
％
も
増
え
て
い
る
。
な
お
、
宗
門
究
め
は
例
年

九
月
～
十
月
に
行
わ
れ
て
い
る
。
安
永
三
年
（
一
七
七
四
）
の
場
合
は
年

を
ま
た
い
で
翌
年
三
月
十
八
日
条
に
結
果
が
記
さ
れ
て
い
る
。

四

御
犬
の
一
斉
追
放

寛
政
十
二
年
（
一
八
○
○
）
三
月
晦
日
条
に
こ
の
よ
う
に
記
さ
れ
る
。

一
御
所
帯
御
差
閊
、
御
倹
約
筋
ニ
付
、
御
犬
不
残
明
後
日
よ
り
被
召

放
、
犬
扶
持
勘
渡
不
被
仰
付
候
、
尤
も
御
家
中
並
御
領
内
に
お
い

て
望
之
者
有
之
候
ハ
ヽ
遣
可
申
、
他
所
江
ハ
遣
申
間
敷
候
事
、
右

之
通
御
沙
汰
之
趣
御
猟
方
之
者
江
申
聞
候
様
小
使
所
頭
取
清
右
衛

門
江
申
付
候
事

但
亀
吉
・
彦
三
郎
方
ニ
御
預
ヶ
之
犬
壱
匹
有
之
候
ニ
付
、
其

段
彦
三
郎
方
江
手
紙
ヲ
以
申
達
候
事

財
政
逼
迫
の
折
か
ら
、
そ
れ
ま
で
支
給
さ
れ
て
い
た
犬
扶
持
は
賄
い
得

な
い
こ
と
に
な
り
、
寛
政
十
二
年
四
月
一
日
よ
り
、
こ
れ
ま
で
藩
で
飼
育

し
て
い
た
犬
を
一
斉
に
解
き
放
つ
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
話
。

表３ 徳山藩の総人数

正徳 年

（ ）

万 人

（九月十一日条）

享保 年

（ ）

万 人

（九月二十六日条）

元文 年

（ ）

万 人

（九月十三日条）

延享 年

（ ）

万 人

（九月二十四日条）

宝暦 年

（ ）

万 人

（九月二十日条）

同 年

（ ）

万 人

（十月三日条）

同 年

（ ）

万 人

（十二月二十日条）

同 年

（ ）

万 人

（十月十一日条）

明和元年

（ ）

万 人

（十月五日条）

安永 年

（ ）

万 人

（翌年三月十八日条）

寬政 年

（ ）

万 人

（十二月十日条）

同 年

（ ）

万 人

（十二月八日条）

「
御
蔵
本
日
記
」
よ
も
や
ま
小
話
（
吉
積
）

一
二
五



五

唐
船
、
下
松
浦
滞
船
事
件

安
政
二
年
（
一
八
五
五
）
二
月
二
十
六
日
条
に
次
の
よ
う
に
見
え
る
。

唐
船
、
つ
ま
り
中
国
船
の
瀬
戸
内
に
お
け
る
珍
し
い
滞
船
漂
着
事
件
の
記

述
。
長
さ
一
八
メ
ー
ト
ル
余
、
乗
組
員
一
九
人
、
船
長
宋
福
盛
、
積
荷
は

荳
餅
（「
テ
ロ
ヒ
ン
」
と
も
「
ア
フ
ラ
カ
ス
」
と
も
原
本
に
ふ
ら
れ
る
）。

日
向
の
秋
月
藩
（
現
宮
崎
県
）
領
内
に
漂
着
し
た
唐
船
が
長
崎
へ
送
船

さ
れ
る
途
中
、
ま
た
も
や
悪
天
候
に
見
舞
わ
れ
、
難
を
の
が
れ
る
べ
く
下

松
浦
へ
入
港
を
遂
げ
た
と
い
う
事
件
。

一
日
向
之
内
秋
月
佐
渡
守
様
御
領
分
江
漂
着
之
唐
船
、
此
度
御
彼
方

様
よ
り
長
崎
表
江
御
引
送
り
相
成
、
追
々
渡
海
、
今
朝
佐
賀
之
関

出
帆
之
処
、
風
波
悪
敷
、
宮
洲
西
浦
江
入
船
之
趣
を
以
下
松
町
役

人
よ
り
届
出
候
由
、
町
奉
行
処
よ
り
申
出
、
左
之
通
り

口
演

先
達
而
佐
渡
守
様
領
内
江
唐
船
漂
着
ニ
付
、
此
度
長
崎
表
江
引

送
候
間
、
豊
前
国
小
倉
通
り
可
致
渡
海
候
間
、
兼
而
浦
触
差
出

置
、
追
々
渡
海
、
今
朝
細
川
様
御
領
海
佐
賀
之
関
出
帆
之
処
、

洋
中
風
波
悪
敷
、
無
拠
当
津
江
致
入
船
候
、
右
御
案
内
申
述
候

秋
月
佐
渡
守
内

二
月
廿
五
日

財
津
十
太
郎

城
志
津
馬

当
津
御
役
人
中
様

一
右
ニ
付
早
速
御
役
人
出
張
被
仰
付
、
左
之
通

町
奉
行
役

福
間
彦
左
衛
門

同
下
代

兼
崎
悌
介

御
徒
目
付
ト
シ
テ
御
買
物
方
御
徒
目
付

杉
浦
種
治

種
治
雨
具
持
荒
仕
子
壱
人

右
之
外
御
付
人
等
不
及
沙
汰
候
事

一
右
ニ
付
早
速
番
船
被
差
出
候
ニ
付
、
御
船
手
都
合
役
浅
見
栄
三
郎

呼
出
、
其
段
相
達
候
、
左
候
而
漕
船
等
仕
向
相
成
候
様
是
又
及
達

候
事但

番
船
之
儀
ハ
島
通
ひ
ニ
而
中
船
頭
小
林
台
吉
差
出
候
段
申
出

候
、
漕
船
等
之
儀
は
差
掛
り
候
義
ニ
付
奉
行
処
よ
り
直
様
取
計

□
□
下
松
浦
ニ
而
雇
立
相
成
候
積
ニ
相
成
候
事

一
此
番
船
ハ
唐
船
出
帆
之
節
、
小
林
台
吉
乗
船
其
外
小
船
頭
船
の
舸

子
等
乗
組
ニ
而
三
田
尻
迄
付
添
被
差
越
候
也

但
御
役
人
船
之
処
江
当
ル
也

一
下
松
ニ
而
ハ
諸
事
都
合
宜
敷
様
取
計
ニ
及
ひ
可
申
通
り
、
奉
行
役

福
間
彦
左
衛
門
江
被
仰
付
有
之
、
漕
船
も
彼
浦
ニ
而
取
計
差
出
、

唐
船
之
廻
り
江
乗
り
廻
し
置
、
左
候
処

「
御
蔵
本
日
記
」
よ
も
や
ま
小
話
（
吉
積
）

一
二
六



五

唐
船
、
下
松
浦
滞
船
事
件

安
政
二
年
（
一
八
五
五
）
二
月
二
十
六
日
条
に
次
の
よ
う
に
見
え
る
。

唐
船
、
つ
ま
り
中
国
船
の
瀬
戸
内
に
お
け
る
珍
し
い
滞
船
漂
着
事
件
の
記

述
。
長
さ
一
八
メ
ー
ト
ル
余
、
乗
組
員
一
九
人
、
船
長
宋
福
盛
、
積
荷
は

荳
餅
（「
テ
ロ
ヒ
ン
」
と
も
「
ア
フ
ラ
カ
ス
」
と
も
原
本
に
ふ
ら
れ
る
）。

日
向
の
秋
月
藩
（
現
宮
崎
県
）
領
内
に
漂
着
し
た
唐
船
が
長
崎
へ
送
船

さ
れ
る
途
中
、
ま
た
も
や
悪
天
候
に
見
舞
わ
れ
、
難
を
の
が
れ
る
べ
く
下

松
浦
へ
入
港
を
遂
げ
た
と
い
う
事
件
。

一
日
向
之
内
秋
月
佐
渡
守
様
御
領
分
江
漂
着
之
唐
船
、
此
度
御
彼
方

様
よ
り
長
崎
表
江
御
引
送
り
相
成
、
追
々
渡
海
、
今
朝
佐
賀
之
関

出
帆
之
処
、
風
波
悪
敷
、
宮
洲
西
浦
江
入
船
之
趣
を
以
下
松
町
役

人
よ
り
届
出
候
由
、
町
奉
行
処
よ
り
申
出
、
左
之
通
り

口
演

先
達
而
佐
渡
守
様
領
内
江
唐
船
漂
着
ニ
付
、
此
度
長
崎
表
江
引

送
候
間
、
豊
前
国
小
倉
通
り
可
致
渡
海
候
間
、
兼
而
浦
触
差
出

置
、
追
々
渡
海
、
今
朝
細
川
様
御
領
海
佐
賀
之
関
出
帆
之
処
、

洋
中
風
波
悪
敷
、
無
拠
当
津
江
致
入
船
候
、
右
御
案
内
申
述
候

秋
月
佐
渡
守
内

二
月
廿
五
日

財
津
十
太
郎

城
志
津
馬

当
津
御
役
人
中
様

一
右
ニ
付
早
速
御
役
人
出
張
被
仰
付
、
左
之
通

町
奉
行
役

福
間
彦
左
衛
門

同
下
代

兼
崎
悌
介

御
徒
目
付
ト
シ
テ
御
買
物
方
御
徒
目
付

杉
浦
種
治

種
治
雨
具
持
荒
仕
子
壱
人

右
之
外
御
付
人
等
不
及
沙
汰
候
事

一
右
ニ
付
早
速
番
船
被
差
出
候
ニ
付
、
御
船
手
都
合
役
浅
見
栄
三
郎

呼
出
、
其
段
相
達
候
、
左
候
而
漕
船
等
仕
向
相
成
候
様
是
又
及
達

候
事但

番
船
之
儀
ハ
島
通
ひ
ニ
而
中
船
頭
小
林
台
吉
差
出
候
段
申
出

候
、
漕
船
等
之
儀
は
差
掛
り
候
義
ニ
付
奉
行
処
よ
り
直
様
取
計

□
□
下
松
浦
ニ
而
雇
立
相
成
候
積
ニ
相
成
候
事

一
此
番
船
ハ
唐
船
出
帆
之
節
、
小
林
台
吉
乗
船
其
外
小
船
頭
船
の
舸

子
等
乗
組
ニ
而
三
田
尻
迄
付
添
被
差
越
候
也

但
御
役
人
船
之
処
江
当
ル
也

一
下
松
ニ
而
ハ
諸
事
都
合
宜
敷
様
取
計
ニ
及
ひ
可
申
通
り
、
奉
行
役

福
間
彦
左
衛
門
江
被
仰
付
有
之
、
漕
船
も
彼
浦
ニ
而
取
計
差
出
、

唐
船
之
廻
り
江
乗
り
廻
し
置
、
左
候
処

テ
ロ
ヒ
ン 

ア
フ
ラ
カ
ス 

（
幅
） 

一
漕
船

拾
五
艘

六
人
ツ
ヽ
乗
組
櫓
三
挺
立
之
積
り
也

但
船
印
等
御
船
手
方
よ
り
差
越
候

一
奉
行
役
福
間
彦
左
衛
門
下
松
江
差
越
候
上
、
注
進
之
趣
ハ
宮
洲
沖
江

唐
船
滞
船
ニ
付
、
今
日
下
松
町
迄
出
張
様
子
聞
繕
候
処
、
都
合
相
変

儀
も
無
御
座
候
、
尤
順
風
次
第
ニ
而
ハ
早
速
出
帆
仕
候
趣
ニ
相
聞
申

候
、
何
そ
相
変
儀
も
有
之
候
ハ
ヽ
、
追
々
可
及
注
進
候
故
及
注
進
候

間
、
御
当
役
江
申
達
候
事

一
又
々
同
人
よ
り
秋
月
佐
渡
守
様
御
領
内
江
唐
船
漂
着
、
長
崎
表
江
御

引
送
り
相
成
候
ニ
付
、
過
ル
十
九
日
出
帆
ニ
而
追
々
渡
海
之
処
、
昨

朝
已
来
洋
中
風
波
悪
敷
無
拠
下
松
浦
江
入
船
ニ
付
、
下
役
兼
崎
悌
介

儀
、
御
彼
方
御
役
船
迄
差
遣
何
そ
御
用
向
も
有
之
候
ハ
ヽ
、
無
御
用

捨
被
仰
聞
候
様
、
尚
又
漕
船
等
仕
向
申
付
度
段
申
聞
候
所
、
御
彼
方

副
使
川
崎
乾
一
郎
と
申
者
罷
出
申
聞
候
趣
ハ
、
段
々
御
丁
寧
之
御
取

扱
御
念
入
之
儀
奉
存
候
、
右
ニ
付
而
ハ
海
上
も
至
而
不
案
内
之
事
故
、

漕
船
等
之
御
仕
向
被
仰
付
候
ハ
ヽ
、
何
卒
御
手
当
被
仰
付
度
々
申
述

候
、
然
ル
処
細
川
様
よ
り
漕
船
弐
拾
艘
、
稲
葉
当
太
郎
様
よ
り
五
拾

艘
、
其
外
様
よ
り
も
弐
三
拾
艘
位
差
出
候
趣
内
々
悌
介
聞
繕
候
由
、

然
ル
処
此
於
御
方
様
ハ
拾
五
、
六
艘
位
も
御
仕
向
相
成
候
ハ
ヽ
可
然

哉
ニ
考
申
候
、
左
候
而
外
ニ
役
人
付
添
之
御
手
船
壱
艘
御
差
出
相
成

候
方
御
都
合
宜
哉
ニ
相
考
申
候
、
諸
家
様
よ
り
も
役
人
付
添
之
御
手

船
夫
々
被
差
出
候
趣
ニ
御
座
候
間
、
何
分
之
趣
御
当
役
江
被
仰
伺
、

早
々
御
答
被
仰
越
候
様
且
端
書
を
以
申
越
候
ハ
、
漕
船
差
出
被
仰
付

候
得
ハ
御
領
海
限
り
ニ
而
可
然
哉
、、
又
ハ
何
れ
迄
送
り
方
相
成
候
而

宜
敷
哉
、
本
家
様
御
領
海
ニ
相
成
候
得
ハ
引
取
候
而
可
然
哉
、
此
段

も
被
仰
伺
可
被
下
候
通
旁
及
注
進
候
間
、
御
当
役
江
申
達
候
処
、
漕

船
之
儀
御
領
海
限
り
ニ
而
可
然
何
分
御
不
都
合
不
相
成
、
宜
敷
取

計
候
様
旁
及
返
答
候
事

一
福
間
彦
左
衛
門
よ
り
唐
船
乗
組
人
数
付
差
越
、
左
之
通
り

船
長
サ
拾
丈
一
尺
五
寸

巾
壱
丈
八
尺
六
寸

深
壱
丈
弐
尺

大
帆
柱
長
七
丈
八
尺

積
荷
荳
餅

大
清
国
江
南
蘇
州
府
大
倉
州
崇
明
県
参
伯
肆
拾
肆
号
宋
福
盛
商

船在
船
十
九
人

船
戸
宋
福
盛

船
工
顧
大
全

宋
加
興

「
御
蔵
本
日
記
」
よ
も
や
ま
小
話
（
吉
積
）

一
二
七



 

（
台
カ

） 

陳
春
銷

龔
春
和

銭
寿

王
天
寿

張
全

姚
大
全

顧
春

龔
洪
如

陳
明
元

沈
開
中

陳
大
和

沈
元
圭

包
大
利

沈
錦
徳

顧
範
成

注
福
生

以
上
十
九
人

霜
月
十
五
日

大
風
流
ル

右
之
通
夫
々
及
取
計
唐
船
滞
船
之
事

六

百
歳
が
、
百
五
歳
が
い
た
！

弘
化
四
年
（
一
八
四
七
）
二
月
二
十
日
条
に
こ
う
見
え
る
。

一
須
万
村
兼
田
畔
頭
有
吉
熊
太
郎
組
伊
右
衛
門
と
申
者
、
当
年
九
十

九
歳
罷
成
候
ニ
付
百
歳
之
年
賀
御
祝
候
つ
る
は
年
賀
餅
献
上
仕
度

段
彼
村
代
官
江
伺
出
候
由
を
以
代
官
よ
り
伺
出
候
ニ
付
、
御
当
役

申
達
候
所
、
差
出
候
而
可
然
と
の
儀
ニ
付
、
其
段
兼
而
代
官
江
申

達
置
候
処
、
左
之
通

一
年
賀
餅
壱
重
充

白
木
代
居

御
両
殿
様
江

一
同

壱
重

右
御
蔵
本
御
用
所
向
江

右
之
通
今
日
差
出
候
ニ
付
御
両
殿
様
之
分
夫
々
添
手
紙
差
出
候
、
尤

持
夫
之
儀
は
彼
村
よ
り
罷
越
候
者
伊
右
衛
門
孫
之
由
ニ
付
、
其
侭
召

仕
、
才
料
之
儀
ハ
御
蔵
本
増
小
使
之
内
へ
申
付
候

須
万
村
（
現
周
南
市
）
百
姓
伊
右
衛
門
が
九
九
歳
な
の
で
一
○
○
歳
の

祝
儀
と
し
て
、
殿
様
と
蔵
本
へ
祝
餅
を
献
上
し
た
と
い
う
話
。

次
の
よ
う
に
、
安
永
七
年
（
一
七
七
九
）
七
月
朔
日
条
に
一
○
○
歳
に

達
し
た
人
物
の
記
述
が
見
え
、
一
○
○
歳
に
達
す
れ
ば
米
三
俵
が
給
与
さ

れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

「
御
蔵
本
日
記
」
よ
も
や
ま
小
話
（
吉
積
）

一
二
八



 

（
台
カ

） 

陳
春
銷

龔
春
和

銭
寿

王
天
寿

張
全

姚
大
全

顧
春

龔
洪
如

陳
明
元

沈
開
中

陳
大
和

沈
元
圭

包
大
利

沈
錦
徳

顧
範
成

注
福
生

以
上
十
九
人

霜
月
十
五
日

大
風
流
ル

右
之
通
夫
々
及
取
計
唐
船
滞
船
之
事

六

百
歳
が
、
百
五
歳
が
い
た
！

弘
化
四
年
（
一
八
四
七
）
二
月
二
十
日
条
に
こ
う
見
え
る
。

一
須
万
村
兼
田
畔
頭
有
吉
熊
太
郎
組
伊
右
衛
門
と
申
者
、
当
年
九
十

九
歳
罷
成
候
ニ
付
百
歳
之
年
賀
御
祝
候
つ
る
は
年
賀
餅
献
上
仕
度

段
彼
村
代
官
江
伺
出
候
由
を
以
代
官
よ
り
伺
出
候
ニ
付
、
御
当
役

申
達
候
所
、
差
出
候
而
可
然
と
の
儀
ニ
付
、
其
段
兼
而
代
官
江
申

達
置
候
処
、
左
之
通

一
年
賀
餅
壱
重
充

白
木
代
居

御
両
殿
様
江

一
同

壱
重

右
御
蔵
本
御
用
所
向
江

右
之
通
今
日
差
出
候
ニ
付
御
両
殿
様
之
分
夫
々
添
手
紙
差
出
候
、
尤

持
夫
之
儀
は
彼
村
よ
り
罷
越
候
者
伊
右
衛
門
孫
之
由
ニ
付
、
其
侭
召

仕
、
才
料
之
儀
ハ
御
蔵
本
増
小
使
之
内
へ
申
付
候

須
万
村
（
現
周
南
市
）
百
姓
伊
右
衛
門
が
九
九
歳
な
の
で
一
○
○
歳
の

祝
儀
と
し
て
、
殿
様
と
蔵
本
へ
祝
餅
を
献
上
し
た
と
い
う
話
。

次
の
よ
う
に
、
安
永
七
年
（
一
七
七
九
）
七
月
朔
日
条
に
一
○
○
歳
に

達
し
た
人
物
の
記
述
が
見
え
、
一
○
○
歳
に
達
す
れ
ば
米
三
俵
が
給
与
さ

れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

覚

四
郎
谷
伊
介
組

長
五
郎
父
新
六

右
当
年
百
歳
ニ
罷
成
、
稀
之
長
寿
ニ
付
御
祝
儀
八
木
三
俵
被
下
置
候

間
、
其
段
御
沙
汰
可
被
成
候
通
、
御
代
官
池
田
左
内
へ
申
達
候
事

当
該
日
記
に
出
て
来
る
最
高
齢
は
、
次
の
一
○
五
歳
で
あ
る
。
天
保
五

年
（
一
八
三
四
）
五
月
十
三
日
条
。

一
御
代
官
所
よ
り
申
出
、
左
之
通

覚

富
田
村
畔
頭
友
蔵
組
百
五
歳
、
清
六
父
庄
三
郎
右
百
歳
已
上

ニ
付
、
御
扶
持
方
被
下
置
候
処
、
昨
十
二
日
病
死
之
段
、
届

出
候
事

午
五
月
十
三
日

御
代
官
所

届
け
出
た
直
後
の
死
と
は
哀
し
い
。

寛
政
六
年
（
一
七
九
四
）
八
月
二
十
一
日
条
に
、
初
め
て
長
寿
者
探
索

の
記
述
が
出
て
来
る
。
そ
し
て
、
同
年
十
一
月
朔
日
条
に
「
御
領
内
在
町

八
十
歳
以
上
、
長
寿
之
者
江
為
御
酒
代
鳥
目
弐
百
文
ツ
ヽ
被
下
候
事
」
と

あ
る
。

近
世
、
男
女
人
口
比
で
男
性
が
女
性
を
上
廻
る
。

先
述
の
徳
山
藩
領
総
人
数
の
例
で
は
、
寛
政
七
年
（
一
七
九
五
）
の
場

合
、
男
二
万
二
七
一
七
人
に
対
し
女
二
万
二
八
人
、
一
〇
〇
対
八
八
で
あ

る
。
一
○
○
歳
以
上
の
長
寿
者
の
記
述
が
当
該
日
記
に
八
例
認
め
ら
れ
る

が
、
男
女
比
は
五
対
三
で
長
寿
者
も
男
性
が
女
性
を
上
廻
っ
て
い
る
。
安

政
四
年
（
一
八
五
七
）
五
月
二
十
八
日
の
九
〇
歳
以
上
の
長
寿
者
へ
の
祝

い
料
理
の
支
給
対
象
者
は
、
計
二
四
名
で
男
女
各
一
二
名
ず
つ
で
あ
る
。

ま
た
、
老
々
介
護
と
も
い
え
る
話
が
、
享
保
九
年
（
一
七
二
四
）
五
月

九
日
条
に
こ
う
見
え
る
。

一
池
田
権
右
衛
門
（
※
代
官
）
申
出
候
、
大
井
村
庄
屋
中
原
□
兵
衛

支
配
畔
頭
佐
七
組
お
つ
う･

伊
兵
衛
と
申
兄
弟
之
者
御
座
候
、
纔
屋

敷
弐
畝
拾
歩
之
所
ニ
罷
居
候
、
地
所
地
下
御
百
姓
取
続
方
便
無
御

座
ニ
付
、
伊
兵
衛
儀
拾
年
以
前
ニ
御
理
申
、
萩
市
中
寺
奉
公
仕
居

候
兄
弟
之
老
母
の
九
拾
九
歳
ニ
罷
成
候
、
弐
拾
ヶ
年
も
行
歩
不
相

成
候
、
伊
兵
衛
六
十
三
歳･

姉
お
つ
う
六
拾
七
歳
ニ
罷
成
候
、
兄
弟

互
に
田
舎
珍
敷
孝
行
人
ニ
而
伊
兵
衛
奉
公
之
身
柄
、
毎
月
夜
ニ
ハ

度
々
食
餌
等
調
母
見
廻
ニ
罷
越
候
、
尤
扶
持
方
之
内
少
々
宛
行
、

将
又
お
つ
う
儀
、
年
寿
候
故
地
下
向
之
業
も
不
相
叶
、
第
一
右
之

心
入
故
外
様
へ
出
不
申
、
老
母
心
添
昼
夜
仕
候
寒
中
ニ
は
老
母
手

足
を
身
ニ
添
少
々
之
間
も
寒
不
申
様
ニ
随
分
入
念
養
育
仕
候
、
尤

薪
等
別
而
業
不
相
叶
候
得
共
八
幡
馬
場
江
参
、
木
葉
等
住
所
火
を

絶
シ
不
申
、
食
餌
等
入
念
給
せ
申
候
、
近
所
之
者
共
情
ニ
而
且
々

渡
世
仕
候
、
平
生
之
志
神
妙
之
段
両
人
役
迄
内
々
被
申
出
候
、
尤

「
御
蔵
本
日
記
」
よ
も
や
ま
小
話
（
吉
積
）

一
二
九



庄
屋･

畔
頭
よ
り
も
権
右
衛
門
方
へ
覚
書
等
差
出
候
ニ
付
、
委
細
之

趣
三
郎
左
衛
門
殿
申
達
候
処
ニ
、
右
兄
弟
之
最
老
極
之
母
江
孝
養

之
致
し
方
諸
人
ニ
勝
レ
末
々
之
者
寄
特
之
心
入
御
感
被
成
候
、
依

之
八
木
弐
俵
被
下
候
間
、
沙
汰
可
有
之
通
以
御
書
附
三
郎
左
衛
門

殿
被
仰
渡
候
事

六
三
歳
と
六
七
歳
の
姉
弟
が
、
九
九
歳
の
老
母
を
ま
め
に
養
生
し
て
い

る
こ
と
に
対
し
、
米
二
俵
が
下
賜
さ
れ
た
と
い
う
話
。

一
○
○
歳
以
上
の
長
寿
者
の
居
所
と
名
前
を
列
記
す
る
と
、
一
○
○
歳

が
既
述
の
四
郎
谷
の
長
五
郎
父
新
六
（
安
永
七
年
七
月
朔
日
条
）
・
夜
市

町
の
伝
母
母
（
安
永
九
年
三
月
十
三
日
条
）
・
富
田
村
庄
三
郎
（
天
保
元

年
正
月
十
七
日
条
）
・
夜
市
村
七
蔵
父
権
右
衛
門
（
天
保
二
年
正
月
十
三

日
条
）
・
須
万
村
兼
田
の
伊
右
衛
門
（
弘
化
四
年
二
月
二
十
日
条
）
・
福

川
村
七
右
衛
門
母
い
そ
（
嘉
永
五
年
十
一
月
八
日
条
）
、
一
○
一
歳
が
、

栗
屋
村
金
左
衛
門
祖
母
ふ
き
（
天
明
四
年
四
月
三
日
条
）
、
一
○
四
歳
が

西
豊
井
村
重
郎
右
衛
門
父
市
郎
右
衛
門
（
享
和
元
年
二
月
二
十
七
日
条
）
、

そ
し
て
一
○
五
歳
が
既
述
の
と
お
り
富
田
村
の
清
六
父
庄
三
郎
（
天
保
五

年
五
月
十
三
日
条
）
と
な
る
。

七

朝
鮮
通
信
使
の
舸
子
に
雇
わ
れ
た
奈
古
浦
人

宝
暦
十
三
年
（
一
七
六
三
）
七
月
十
一
日
条
に
次
の
よ
う
に
見
え
る
。

同
年
来
日
の
朝
鮮
通
信
使
一
行
の
対
応
に
関
わ
る
船
の
「
水
主
（
水
夫
、

舸
子
）」
と
し
て
豊
後
竹
田
（
現
大
分
県
）
藩
か
ら
雇
用
請
負
い
の
要
請

に
つ
い
て
奈
古
浦
（
徳
山
藩
領
の
日
本
海
側
の
飛
び
地
で
現
山
口
県
阿

武
町
）
の
浦
人
、
つ
ま
り
漁
民
八
人
を
承
認
し
た
と
い
う
話
。

右
同
人
（
※
代
官
役
遠
藤
孫
左
衛
門
）
申
出
候

一
此
度
朝
鮮
人
来
朝
ニ
付
、
九
州
豊
後
竹
田
之
殿
様
、
水
主
に
御
雇

被
遊
候
、
高
請
仕
候
者
之
儀
ニ
付
、
私
共
召
抱
度
と
相
談
仕
候
へ

ハ
何
と
そ
来
ル
八
月
よ
り
来
二
月
迄
地
下
御
暇
御
願
申
上
候
、
願

之
通
御
免
被
遊
被
遣
候
様
被
仰
上
可
被
遣
候
、
此
段
奉
頼
上
候
、

以
上未

七
月

甚
右
衛
門

久
之
允

与
七

万
右
衛
門

伴
介

八
左
衛
門

三
郎

助
左
衛
門

浦
御
庄
屋吉

崎
惣
七
殿

右
願
書
之
通
願
出
候
条
、
願
之
通
被
遊
御
免
候
様
被
仰
上
可
被
遣
候
、

以
上同

日

吉
崎
惣
七

右
之
通
願
出
、
願
之
通
被
差
免
候
間
、
入
念
宜
敷
申
付
遣
候
様

御
沙
汰
可
有
之
通
、
孫
左
衛
門
へ
申
達
候
事

「
御
蔵
本
日
記
」
よ
も
や
ま
小
話
（
吉
積
）

一
三
〇



庄
屋･

畔
頭
よ
り
も
権
右
衛
門
方
へ
覚
書
等
差
出
候
ニ
付
、
委
細
之

趣
三
郎
左
衛
門
殿
申
達
候
処
ニ
、
右
兄
弟
之
最
老
極
之
母
江
孝
養

之
致
し
方
諸
人
ニ
勝
レ
末
々
之
者
寄
特
之
心
入
御
感
被
成
候
、
依

之
八
木
弐
俵
被
下
候
間
、
沙
汰
可
有
之
通
以
御
書
附
三
郎
左
衛
門

殿
被
仰
渡
候
事

六
三
歳
と
六
七
歳
の
姉
弟
が
、
九
九
歳
の
老
母
を
ま
め
に
養
生
し
て
い

る
こ
と
に
対
し
、
米
二
俵
が
下
賜
さ
れ
た
と
い
う
話
。

一
○
○
歳
以
上
の
長
寿
者
の
居
所
と
名
前
を
列
記
す
る
と
、
一
○
○
歳

が
既
述
の
四
郎
谷
の
長
五
郎
父
新
六
（
安
永
七
年
七
月
朔
日
条
）
・
夜
市

町
の
伝
母
母
（
安
永
九
年
三
月
十
三
日
条
）
・
富
田
村
庄
三
郎
（
天
保
元

年
正
月
十
七
日
条
）
・
夜
市
村
七
蔵
父
権
右
衛
門
（
天
保
二
年
正
月
十
三

日
条
）
・
須
万
村
兼
田
の
伊
右
衛
門
（
弘
化
四
年
二
月
二
十
日
条
）
・
福

川
村
七
右
衛
門
母
い
そ
（
嘉
永
五
年
十
一
月
八
日
条
）
、
一
○
一
歳
が
、

栗
屋
村
金
左
衛
門
祖
母
ふ
き
（
天
明
四
年
四
月
三
日
条
）
、
一
○
四
歳
が

西
豊
井
村
重
郎
右
衛
門
父
市
郎
右
衛
門
（
享
和
元
年
二
月
二
十
七
日
条
）
、

そ
し
て
一
○
五
歳
が
既
述
の
と
お
り
富
田
村
の
清
六
父
庄
三
郎
（
天
保
五

年
五
月
十
三
日
条
）
と
な
る
。

七

朝
鮮
通
信
使
の
舸
子
に
雇
わ
れ
た
奈
古
浦
人

宝
暦
十
三
年
（
一
七
六
三
）
七
月
十
一
日
条
に
次
の
よ
う
に
見
え
る
。

同
年
来
日
の
朝
鮮
通
信
使
一
行
の
対
応
に
関
わ
る
船
の
「
水
主
（
水
夫
、

舸
子
）」
と
し
て
豊
後
竹
田
（
現
大
分
県
）
藩
か
ら
雇
用
請
負
い
の
要
請

に
つ
い
て
奈
古
浦
（
徳
山
藩
領
の
日
本
海
側
の
飛
び
地
で
現
山
口
県
阿

武
町
）
の
浦
人
、
つ
ま
り
漁
民
八
人
を
承
認
し
た
と
い
う
話
。

右
同
人
（
※
代
官
役
遠
藤
孫
左
衛
門
）
申
出
候

一
此
度
朝
鮮
人
来
朝
ニ
付
、
九
州
豊
後
竹
田
之
殿
様
、
水
主
に
御
雇

被
遊
候
、
高
請
仕
候
者
之
儀
ニ
付
、
私
共
召
抱
度
と
相
談
仕
候
へ

ハ
何
と
そ
来
ル
八
月
よ
り
来
二
月
迄
地
下
御
暇
御
願
申
上
候
、
願

之
通
御
免
被
遊
被
遣
候
様
被
仰
上
可
被
遣
候
、
此
段
奉
頼
上
候
、

以
上未

七
月

甚
右
衛
門

久
之
允

与
七

万
右
衛
門

伴
介

八
左
衛
門

三
郎

助
左
衛
門

浦
御
庄
屋吉

崎
惣
七
殿

右
願
書
之
通
願
出
候
条
、
願
之
通
被
遊
御
免
候
様
被
仰
上
可
被
遣
候
、

以
上同

日

吉
崎
惣
七

右
之
通
願
出
、
願
之
通
被
差
免
候
間
、
入
念
宜
敷
申
付
遣
候
様

御
沙
汰
可
有
之
通
、
孫
左
衛
門
へ
申
達
候
事

八

オ
ラ
ン
ダ
人
の
通
行

享
保
二
十
年
（
一
七
三
五
）
八
月
八
日
条
に
次
の
よ
う
に
記
述
さ
れ
る
。

オ
ラ
ン
ダ
人
の
陸
路
往
来
は
珍
し
か
っ
た
。

一
従
江
戸
長
崎
へ
被
指
下
候
阿
蘭
陀
人
壱
人
、
今
昼
九
時
、
当
表
（
※

徳
山
城
下
）
無
支
罷
通
候
、
兼
而
御
沙
汰
之
通
河
合
伴
蔵
儀
、
跡

無
子
被
仰
付
候
、
尤
花
岡
よ
り
之
跡
無
子
徳
山
町
迄
参
、
当
町
よ

り
伴
蔵
相
勤
候
事

翌
九
日
条
に
は
、
こ
う
見
え
る
。

一
阿
蘭
陀
人
先
払
弐
人
、
う
け
野
町
迄
相
勤
、
八
時
罷
帰
候
事

一
阿
蘭
陀
人
壱
人
、
昨
晩
富
海
暮
時
分
着
仕
、
無
支
今
朝
八
半
時
出

足
、
指
閊
之
儀
無
之
候
通
飯
田
瀬
兵
衛･
河
合
伴
蔵
よ
り
御
注
進
申

越
候
通
、
御
当
役
へ
申
達
候
事

さ
ら
に
同
月
十
日
条
に
は
よ
り
詳
し
く
接
待
の
よ
う
す
が
こ
う
記
さ
れ

る
。

一
阿
蘭
陀
人
、
才
料
共
ニ
上
下
拾
八
人
、
去
ル
八
日
之
晩
富
海
町
止

宿
ニ
付
、
宿
三
軒
ニ
而
八
日
晩
よ
り
九
日
朝
迄
一
汁
五
菜･

酒
三

通･

さ
か
な
仕
出
之
、
尤
夜
分
吸
物
酒
共
賄
諸
入
目
左
之
通
、
下
目

付
究
之
前
ヲ
以
御
勘
渡
被
仰
付
候
条
、
其
段
御
沙
汰
可
有
之
通
、

飯
田
瀬
兵
衛
方
申
達
候
諸
入
目
左
之
通

一
銀
拾
匁
六
分
八
厘

白
米
弐
斗
三
升
五
合
代

但
上
下
拾
八
人
、
八
日
晩
よ
り
九
日
朝
迄
、
尤
下
宿
三
軒
ニ

而
賄
之
料
理
人
四
人
通
ひ
七
人
共
ニ

一
銀
拾
八
匁
弐
分

但
鯛
・
鱸
・
あ
ら
・
く
ろ
・
ゑ
そ
共
三
宿
ニ
而
遣
之

一
同
弐
匁但

い
り
こ･

た
こ･

い
か
代

一
同
弐
匁
弐
分
五
厘

但
玉
子
三
十･

う
な
き
三
本
代

一
同
壱
匁但

鰹
四
ふ
し
代

一
同
弐
拾
七
匁

但
極
上
酒
弐
斗
弐
升
五
合

一
同
五
匁
六
分

但
灯
油
壱
升
六
合
代

一
同
八
匁
弐
分

但
味
噌･

醤
油･

酢
代

一
同
七
匁
六
分
八
厘

但
れ
ん
こ
ん･

午
房･

椎
茸･

豆
腐･

い
も
か
ら･

く
す
の
り･

奈

良
漬･

茶･

白
は
し･

わ
ら
し
十
足
代
共
ニ

「
御
蔵
本
日
記
」
よ
も
や
ま
小
話
（
吉
積
）

一
三
一



Ⅱ 

一
壱
匁
五
分
ろ
う
そ
く
六
丁
代

一
八
匁
□
束
代

一
六
分
た
は
こ
壱
斤

以
上
、
九
拾
三
匁
壱
厘

内

拾
弐
匁
六
分

但
右
才
料
共
ニ
拾
八
人
旅
籠
代
ト
シ
テ
受
取
之

残
八
拾
目
四
分
壱
厘
入
増

な
お
、
こ
の
と
こ
ろ
の
記
述
に
つ
い
て
は
『
防
府
市
史

通
史

近
世
』

（
七
三
二
・
七
三
三
頁
、
平
成
十
一
年
三
月
刊
行
）
に
抄
録
さ
れ
て
い
る
。

九

往
還
道
に
ま
つ
わ
る
話

元
文
五
年
（
一
七
四
○
）
七
月
二
十
六
日
条
に
こ
う
記
さ
れ
る
。

一
御
領
内
往
還
道
通
ニ
有
之
候
火
葬
場
、
向
後
被
差
留
候
、
替
地
相

応
之
場
所
、
兼
而
御
沙
汰
有
之
於
地
山
方
見
合
被
仰
付
候
、
地
方

申
談
替
地
之
場
所
致
差
図
同
様
に
山
方
福
間
与
三
左
衛
門
江
申
達

候
、
尤
御
代
官
光
井
清
右
衛
門･

町
奉
行
河
合
伴
蔵
江
申
達
候
事

一
川
崎
東
ノ
端

一
同
所
西
田
中
之
畔

一
富
田
新
町
西
ノ
端

一
福
川
御
蔵
之
脇

一
富
海
弐
ヶ
所

一
浦
石
海
手

右
被
差
留
候
事

こ
の
記
述
に
よ
る
と
、
往
還
沿
い
に
は
火
葬
場
が
点
在
し
て
い
た
こ
と

に
な
る
。

同
じ
往
還
筋
の
話
と
し
て
、
徳
山
藩
領
内
の
往
還
筋
の
水
道
、
つ
ま
り

側
溝
に
蓋
が
設
け
ら
れ
た
と
い
う
記
述
が
見
え
る
。
明
和
五
年
（
一
七
六

八
）
六
月
二
十
三
日
条
。

一
御
領
内
往
還
筋
水
道
蓋
、
就
被
仰
付
候
、
河
野
彦
七
儀
、
御
算
用

役
被
仰
付
候
間
、
中
村
久
右
衛
門
方
受
差
図
可
相
勤
通
御
沙
汰
相

成
候
、
尤
右
ニ
付
入
用
御
□
□
墨
□
候
、
追
々
可
被
相
渡
通
ニ
シ

テ
買
物
方
へ
御
渡
遣
候

そ
し
て
、
同
年
七
月
十
一
日
条
に
は
、
水
道
蓋
都
合
役
が
こ
の
日
退
引

し
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。

一
○

桜
馬
場
の
桜
補
植

安
永
八
年
（
一
七
七
九
）
八
月
晦
日
条
に
次
の
よ
う
に
見
え
る
。

一
中
村
小
左
衛
門
（
※
作
事
奉
行
）
申
出
候

一
桜
三
拾
本

「
御
蔵
本
日
記
」
よ
も
や
ま
小
話
（
吉
積
）

一
三
二



Ⅱ 

一
壱
匁
五
分
ろ
う
そ
く
六
丁
代

一
八
匁
□
束
代

一
六
分
た
は
こ
壱
斤

以
上
、
九
拾
三
匁
壱
厘

内

拾
弐
匁
六
分

但
右
才
料
共
ニ
拾
八
人
旅
籠
代
ト
シ
テ
受
取
之

残
八
拾
目
四
分
壱
厘
入
増

な
お
、
こ
の
と
こ
ろ
の
記
述
に
つ
い
て
は
『
防
府
市
史

通
史

近
世
』

（
七
三
二
・
七
三
三
頁
、
平
成
十
一
年
三
月
刊
行
）
に
抄
録
さ
れ
て
い
る
。

九

往
還
道
に
ま
つ
わ
る
話

元
文
五
年
（
一
七
四
○
）
七
月
二
十
六
日
条
に
こ
う
記
さ
れ
る
。

一
御
領
内
往
還
道
通
ニ
有
之
候
火
葬
場
、
向
後
被
差
留
候
、
替
地
相

応
之
場
所
、
兼
而
御
沙
汰
有
之
於
地
山
方
見
合
被
仰
付
候
、
地
方

申
談
替
地
之
場
所
致
差
図
同
様
に
山
方
福
間
与
三
左
衛
門
江
申
達

候
、
尤
御
代
官
光
井
清
右
衛
門･

町
奉
行
河
合
伴
蔵
江
申
達
候
事

一
川
崎
東
ノ
端

一
同
所
西
田
中
之
畔

一
富
田
新
町
西
ノ
端

一
福
川
御
蔵
之
脇

一
富
海
弐
ヶ
所

一
浦
石
海
手

右
被
差
留
候
事

こ
の
記
述
に
よ
る
と
、
往
還
沿
い
に
は
火
葬
場
が
点
在
し
て
い
た
こ
と

に
な
る
。

同
じ
往
還
筋
の
話
と
し
て
、
徳
山
藩
領
内
の
往
還
筋
の
水
道
、
つ
ま
り

側
溝
に
蓋
が
設
け
ら
れ
た
と
い
う
記
述
が
見
え
る
。
明
和
五
年
（
一
七
六

八
）
六
月
二
十
三
日
条
。

一
御
領
内
往
還
筋
水
道
蓋
、
就
被
仰
付
候
、
河
野
彦
七
儀
、
御
算
用

役
被
仰
付
候
間
、
中
村
久
右
衛
門
方
受
差
図
可
相
勤
通
御
沙
汰
相

成
候
、
尤
右
ニ
付
入
用
御
□
□
墨
□
候
、
追
々
可
被
相
渡
通
ニ
シ

テ
買
物
方
へ
御
渡
遣
候

そ
し
て
、
同
年
七
月
十
一
日
条
に
は
、
水
道
蓋
都
合
役
が
こ
の
日
退
引

し
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。

一
○

桜
馬
場
の
桜
補
植

安
永
八
年
（
一
七
七
九
）
八
月
晦
日
条
に
次
の
よ
う
に
見
え
る
。

一
中
村
小
左
衛
門
（
※
作
事
奉
行
）
申
出
候

一
桜
三
拾
本

右
桜
馬
場
、
桜
近
年
段
々
枯
候
ニ
付
、
野
桜
掘
出
之
儀
申
出
、

地
山
方
へ
申
述
候
、
掘
出
持
出
夫
之
儀
は
御
代
官
所
へ
申
述

事

往
還
松
補
植
の
話
も
出
て
く
る
。
元
禄
八
年
（
一
六
九
五
）
正
月
十
四

日
条
。一

佐
久
間
三
左
衛
門
へ
去
秋
往
還
筋
へ
植
松
被
仰
付
候
分
、
大
形
か

れ
候
由
持
□
之
□
□
畔
頭
へ
手
堅
申
付
、
田
畠
抱
之
百
姓
よ
り
急

度
植
候
様
可
申
付
之
由
被
仰
渡
候
事

一
一

屋
根
葺
き
職
人
の
交
替

元
禄
八
年
（
一
六
九
五
）
七
月
十
二
日
条
に
こ
う
あ
る
。

一
奈
古
屋
弥
一
兵
衛
申
上
候
、
檜
皮
権
右
衛
門
、
依
願
当
春
御
暇
被

遣
候
、
替
者
此
間
方
々
聞
合
せ
仕
せ
候
処
ニ
長
府
者
之
由
、
甚
五

右
衛
門
と
申
者
、
歳
廿
六
ニ
相
成
、
親
ハ
毛
利
甲
斐
守
様
御
扶
持

人
か
や
ふ
き
之
由
、
右
之
甚
五
右
衛
門
徳
山
町
福
川
町
ニ
縁
者
有

之
、
慥
成
者
之
間
ニ
付
職
人
□
□
故
二
三
日
以
前
御
作
事
御
や
と

い
、
曽
木
へ
か
せ
候
、
朝
之
六
ツ
よ
り
晩
七
ツ
半
迄
三
千
六
百
枚

へ
き
申
候
、
蕃
木
に
し
て
九
丁
に
て
御
座
候
、
如
願
細
工
人
ニ
御

座
候
間
被
召
置
可
然
由
、
玄
蕃
殿
御
聞
届
吟
味
仕
可
召
置
通
被
仰

渡
候
事

屋
根
葺
き
職
人
が
、
檜
皮
葺
き
の
権
右
衛
門
か
ら
曽
木
葺
き
の
甚
五
右

衛
門
に
交
替
し
た
と
い
う
話
。
甚
五
右
衛
門
は
、
二
六
歳
、
長
府
藩
お
抱

え
の
茅
葺
き
職
人
を
父
と
し
、
徳
山
藩
領
の
徳
山
・
福
川
両
町
（
と
も
に

現
周
南
市
）
に
縁
者
が
あ
っ
た
。
抱
え
る
に
あ
た
り
事
前
に
曽
木
葺
き
の

腕
前
を
テ
ス
ト
し
た
旨
（
日
中
半
日
余
り
の
間
に
曽
木
へ
ぎ
三
六
○
○
枚

を
や
り
と
げ
た
）
の
こ
と
が
記
さ
れ
て
面
白
い
。

一
二

安
政
大
地
震
の
江
戸
視
察

安
政
三
年
（
一
八
五
六
）
五
月
十
九
日
条
に
つ
ぎ
の
よ
う
な
記
述
が
あ

る
。

一
御
作
事
奉
行
よ
り
左
之
通

瓦
葺

近
右
衛
門

同

同
人
倅

□
□

去
年
江
戸
大
地
震
ニ
付
江
戸
被
差
越
候
職
人

右
御
用
相
済
、
去
月
廿
五
日
江
戸
出
足
、
今
日
帰
着
之
段
届
出
候

安
政
二
年
十
月
江
戸
で
発
生
し
た
大
地
震
に
徳
山
簡
を
以
被
差
免
来
候

得
共
、
自
今
願
出
有
之
候
は
ゝ
、
御
当
役
御
聞
藩
が
瓦
葺
の
専
門
職
人
を

派
遣
し
た
と
は
こ
れ
ま
た
面
白
い
。
視
察
報
告
が
な
さ
れ
た
は
ず
だ
が
。

な
お
、
徳
山
毛
利
家
文
庫
に
は
、「
江
戸
大
地
震
ニ
付
寺
々
町
々
方
よ
り

献
納
名
前
附
立
控

安
政
二
年
」
一
冊
（
寺
社
町
方

）
が
あ
る
。

「
御
蔵
本
日
記
」
よ
も
や
ま
小
話
（
吉
積
）

一
三
三



一
三

こ
や
し
代
（
厩
掃
除
代
）

宝
暦
元
年
（
一
七
五
一
）
四
月
十
一
日
条
に
こ
う
記
さ
れ
る
。

御
厩
御
算
用
役
へ
左
之
通

一
銀
四
匁
九
分
六
厘

但
未
（
※
宝
暦
元
年
）
ノ
三
月
分
御
厩
掃
除
代

一
同
三
匁
弐
分

但
未
ノ
四
月
分
よ
り
壱
ヶ
月
御
厩
掃
除
代

右
御
厩
之
分
櫨
方
御
用
ニ
候
間
、
亀
谷
小
兵
衛
方
江
被
売
渡
掃
除
代

銀
前
書
之
通
取
立
可
被
備
御
算
用
広
六
兵
衛
手
紙
遣
之

さ
ら
に
、
同
二
年
八
月
十
一
日
条
に
は
こ
う
あ
る
。

一
田
中
佐
左
衛
門
（
※
両
人
役
筆
者
役
）
申
出
候

一
銀
六
匁
三
分

右
御
厩
当
月
分
こ
や
し
入
札
ニ
シ
テ
落
札
前
書
之
通
之
事

ま
た
、
翌
九
月
二
日
条
に
は
こ
う
記
さ
れ
て
い
る
。

一
田
中
佐
左
衛
門
申
出
候

一
銀
拾
弐
匁
六
分
五
厘

吉
屋
丁
仁
兵
衛

右
御
厩
九
月
分
こ
や
し
落
札
代
銀
之
由
也

毎
月
微
々
た
る
金
額
と
は
い
え
、
入
札
の
上
、
藩
へ
の
収
入
に
な
る

こ
と
に
は
間
違
い
な
い
厩
の
糞
尿
の
掃
除
代
、
つ
ま
り
こ
や
し
代
（
こ

や
し
は
櫨
栽
培
に
利
用
）
も
決
し
て
軽
視
さ
れ
る
話
で
は
な
か
っ
た

と
見
え
る
。
ち
な
み
に
宝
暦
二
年
十
二
月
九
日
条
の
売
付
米
は
銀
一
○
○

目
当
り
一
石
六
斗
九
升
（
一
石
当
り
銀
五
九
・
三
匁
）
で
あ
る
。
ま
た
、

同
年
四
月
朔
日
条
に
は
御
厩
御
用
品
値
段
定
め
の
記
述
が
あ
る
。
粉
糖
四

～
九
月
分
で
一
石
当
り
丁
銭
四
三
八
文
、
十
～
三
月
分
同
じ
く
六
二
○
文
、

そ
し
て
、
馬
沓
一
○
足
が
銭
四
二
文
。

一
四

徳
山
藩
に
も
土
図
あ
り
！

宝
暦
九
年
（
一
七
五
九
）
閏
七
月
朔
日
条
に
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

一
江
戸
御
居
間
御
用
之
土
図
、
砂
四
斗
桶
弐
俵
調
、
今
便
大
坂
迄
差

登
候
、
彼
地
よ
り
大
廻
を
以
差
送
候
様
申
遣
候
事

江
戸
藩
邸
御
用
の
土
図
と
は
何
だ
っ
た
の
か
。
砂
が
四
斗
桶
に
二
俵
用

意
さ
れ
、
徳
山
か
ら
大
坂
経
由
の
船
便
で
送
ら
れ
た
土
図
と
は
？
そ
れ
に

し
て
も
、
今
日
、
県
立
山
口
博
物
館
に
の
こ
る
重
要
文
化
財
「
防
長
土
図
」

（
防
長
両
国
を
立
体
模
型
で
作
っ
た
南
北
約
三
メ
ー
ト
ル
、
東
西
約
五
メ

ー
ト
ル
に
も
な
る
大
型
の
地
図
）
以
外
に
も
他
藩
で
土
図
が
制
作
さ
れ
て

い
た
。

一
五

大
坂
の
米
相
場

当
該
日
記
に
は
米
価
と
銀
銭
の
為
替
相
場
が
ま
め
に
記
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
別
稿
を
用
意
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
藩
は
社
会

「
御
蔵
本
日
記
」
よ
も
や
ま
小
話
（
吉
積
）

一
三
四



一
三

こ
や
し
代
（
厩
掃
除
代
）

宝
暦
元
年
（
一
七
五
一
）
四
月
十
一
日
条
に
こ
う
記
さ
れ
る
。

御
厩
御
算
用
役
へ
左
之
通

一
銀
四
匁
九
分
六
厘

但
未
（
※
宝
暦
元
年
）
ノ
三
月
分
御
厩
掃
除
代

一
同
三
匁
弐
分

但
未
ノ
四
月
分
よ
り
壱
ヶ
月
御
厩
掃
除
代

右
御
厩
之
分
櫨
方
御
用
ニ
候
間
、
亀
谷
小
兵
衛
方
江
被
売
渡
掃
除
代

銀
前
書
之
通
取
立
可
被
備
御
算
用
広
六
兵
衛
手
紙
遣
之

さ
ら
に
、
同
二
年
八
月
十
一
日
条
に
は
こ
う
あ
る
。

一
田
中
佐
左
衛
門
（
※
両
人
役
筆
者
役
）
申
出
候

一
銀
六
匁
三
分

右
御
厩
当
月
分
こ
や
し
入
札
ニ
シ
テ
落
札
前
書
之
通
之
事

ま
た
、
翌
九
月
二
日
条
に
は
こ
う
記
さ
れ
て
い
る
。

一
田
中
佐
左
衛
門
申
出
候

一
銀
拾
弐
匁
六
分
五
厘

吉
屋
丁
仁
兵
衛

右
御
厩
九
月
分
こ
や
し
落
札
代
銀
之
由
也

毎
月
微
々
た
る
金
額
と
は
い
え
、
入
札
の
上
、
藩
へ
の
収
入
に
な
る

こ
と
に
は
間
違
い
な
い
厩
の
糞
尿
の
掃
除
代
、
つ
ま
り
こ
や
し
代
（
こ

や
し
は
櫨
栽
培
に
利
用
）
も
決
し
て
軽
視
さ
れ
る
話
で
は
な
か
っ
た

と
見
え
る
。
ち
な
み
に
宝
暦
二
年
十
二
月
九
日
条
の
売
付
米
は
銀
一
○
○

目
当
り
一
石
六
斗
九
升
（
一
石
当
り
銀
五
九
・
三
匁
）
で
あ
る
。
ま
た
、

同
年
四
月
朔
日
条
に
は
御
厩
御
用
品
値
段
定
め
の
記
述
が
あ
る
。
粉
糖
四

～
九
月
分
で
一
石
当
り
丁
銭
四
三
八
文
、
十
～
三
月
分
同
じ
く
六
二
○
文
、

そ
し
て
、
馬
沓
一
○
足
が
銭
四
二
文
。

一
四

徳
山
藩
に
も
土
図
あ
り
！

宝
暦
九
年
（
一
七
五
九
）
閏
七
月
朔
日
条
に
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

一
江
戸
御
居
間
御
用
之
土
図
、
砂
四
斗
桶
弐
俵
調
、
今
便
大
坂
迄
差

登
候
、
彼
地
よ
り
大
廻
を
以
差
送
候
様
申
遣
候
事

江
戸
藩
邸
御
用
の
土
図
と
は
何
だ
っ
た
の
か
。
砂
が
四
斗
桶
に
二
俵
用

意
さ
れ
、
徳
山
か
ら
大
坂
経
由
の
船
便
で
送
ら
れ
た
土
図
と
は
？
そ
れ
に

し
て
も
、
今
日
、
県
立
山
口
博
物
館
に
の
こ
る
重
要
文
化
財
「
防
長
土
図
」

（
防
長
両
国
を
立
体
模
型
で
作
っ
た
南
北
約
三
メ
ー
ト
ル
、
東
西
約
五
メ

ー
ト
ル
に
も
な
る
大
型
の
地
図
）
以
外
に
も
他
藩
で
土
図
が
制
作
さ
れ
て

い
た
。

一
五

大
坂
の
米
相
場

当
該
日
記
に
は
米
価
と
銀
銭
の
為
替
相
場
が
ま
め
に
記
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
別
稿
を
用
意
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
藩
は
社
会

の
景
況
に
目
配
り
を
怠
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
証
拠
が
こ
の
日
記
で
あ
る
と

言
っ
て
よ
い
。
日
記
に
は
情
報
収
集
、
情
報
管
理
の
痕
跡
が
如
実
に
示
さ

れ
て
い
る
。

特
に
歳
暮
に
は
決
済
を
確
定
す
る
た
め
に
米
価
が
定
め
ら
れ
た
。
萩
藩

や
周
辺
市
場
の
米
価
を
参
考
に
し
た
こ
と
は
勿
論
、
大
坂
の
相
場
が
重
要

で
あ
っ
た
。
理
由
は
定
か
で
は
な
い
が
、
表
４
に
紹
介
す
る
よ
う
に
、
寛

政
期
に
限
っ
て
集
中
的
に
大
坂
米
価
の
記
述
が
見
え
る
。
江
戸
か
ら
徳
山

へ
の
飛
脚
便
が
大
坂
経
由
で
も
た
ら
さ
れ
る
が
、
そ
れ
に
米
価
の
情
報
が

添
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
萩
藩
の
米
価
と
し
て
『
佐
藤
寛
作
手
控
』（
昭
和

五
○
年
佐
藤
栄
作
発
行
、
山
口
県
地
方
史
学
会
編
修
、
原
本
は
山
口
県
文

書
館
の
毛
利
家
文
庫
・
政
理

）
の
南
北
御
米
御
買
値
段
が
引
用
さ
れ
る
。

よ
っ
て
、
試
み
に
寛
政
六
年
（
一
七
九
四
）
を
引
き
合
い
に
出
す
と
、
十

二
月
十
二
・
十
三
日
時
点
、
大
坂
相
場
が
肥
後
米
五
八
・
一
～
五
九
・
五

匁
、
筑
前
米
五
六
・
九
～
五
八
・
四
匁
、
中
国
米
（
長
州
米
）
四
七
・
六

～
四
八
・
八
匁
、
そ
し
て
徳
山
米
が
六
一
・
八
匁
で
あ
る
。『
佐
藤
寛
作
手

控
』
で
は
同
年
の
価
格
が
銀
百
目
当
た
り
一
九
・
一
石
で
、
米
一
石
当
り

に
直
す
と
五
二
・
四
匁
と
な
る
。
が
、
当
該
日
記
に
徳
山
藩
の
地
元
和
市

価
格
が
ど
こ
に
も
記
録
さ
れ
ず
、
十
二
月
十
一
日
条
に
「
一
御
領
内
地
町

江
例
年
之
通
御
買
付
米
値
段
定
相
成
ニ
付
横
紙
付
立
を
以
左
之
役
所
江
相

達
候
」
と
ま
で
記
さ
れ
る
が
、
肝
心
の
米
値
段
は
記
述
さ
れ
て
い
な
い
の

で
あ
る
。
こ
の
年
、
十
一
月
以
来
六
回
も
大
坂
米
相
場
の
情
報
が
も
た
ら

さ
れ
て
異
常
だ
が
、
全
く
米
の
地
元
和
市
値
段
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
も
の

が
見
当
ら
な
い
と
い
う
の
も
不
思
議
で
あ
る
。

な
お
、
表
４
に
見
る
よ
う
に
徳
山
米
は
高
価
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

一
六

富
田
新
町
の
端
午
牛
馬
市

―
不
況
の
象
徴
―

寛
政
八
年
（
一
七
九
六
）
五
月
五
日
条
に
こ
う
見
え
る
。

一
堀
田
弥
右
衛
門
（
※
寺
社
町
奉
行
）
申
出
左
之
通

一
富
田
新
町
牛
馬
市
、
近
年
者
年
増
不
繁
昌
ニ
付
去
年
共
ハ
牛

馬
参
り
不
申
候
、
当
年
も
決
而
参
り
不
申
様
奉
存
候
、
古
ニ

付
而
ハ
壱
疋
も
御
役
人
中
御
差
出
被
仰
付
候
儀
ハ
御
被
申
上

度
奉
存
候
、
此
段
宣
様
被
仰
上
可
被
下
候
、
奉
頼
候
、
以
上

四
月
晦
日

中
村
金
右
衛
門

藤
井
四
郎
左
衛
門

□
村
為
助
様

右
之
通
申
出
候
趣
を
以
申
出
ニ
付
御
当
役
申
出
候
趣
申
出
通
被
仰

付
候
通
、
弥
右
衛
門
へ
申
達

猶
下
目
付
差
出
不
申
候
様
御
目
付
方
へ
も
申
達
候
事

牛
馬
市
の
衰
退
と
閉
催
を
簡
潔
に
物
語
っ
て
い
る
。

牛
馬
市
の
記
録
は
正
徳
元
年
（
一
七
一
一
）
が
最
古
で
、
そ
の
後
の
展

「
御
蔵
本
日
記
」
よ
も
や
ま
小
話
（
吉
積
）
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五



表４ 「御蔵本日記」に見える寬政期の大坂の米相場 （ 石当り、単位匁）

年号 月日 加賀米 肥後米 筑前米 中国米 徳山米 備考

佐藤寬

作手控

の南前

米価

寛政元

寛政 □
大向村へ留所米売

下げ

寛政
大道理村へ飯米売

下

奈古村へ米売下げ

浜崎蔵古米売払い

寛政

⑪ 〈古米〉
⑪ 大井村へ売下げ

〈新米〉

⑪

寛政 正

正

大井村へ売下げ

俵

〈古米〉

〈新米〉

寛政 正

寛政 正

正

寛政

（註） は「御蔵本日記」の日付、 は大坂出船日、月の○印は閏月、佐藤寛作の米価は原本は銀 目当り

「
御
蔵
本
日
記
」
よ
も
や
ま
小
話
（
吉
積
）
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表５ 富田新町の端午市の市況

年号（西暦）

日記
記載
月日

市開催日

牛 馬 計 備考

出頭数 売頭数
×

出頭数
売頭

数 ×
出頭数 売頭数

×

正徳元 月 日 月 日

正徳 月 日 月 日

享保 月 日 月 日

元文元 月 日 ？

元文 月 日 月 日

元文 月 日 ～ 月 日朝

元文 月 日 月 日～

寬保元 月 日 ～ 月 日

寬保 月 日 ？

延享元 月 日 ？ 布市 反売

延享 月 日
月 ・ 日同 ～

月
布市 反売

延享 月 日 月 日～ 日
布市 反売
月 日

延享 月 日 ？ 布市 反買取

寬延元 月 日 ？

運上銀 匁疋
取立 寬保 年）
～ 安永 年免
除 月 日

寬延 月 日 月 日～ 日 布市 反売

寬延 月 日 ？

宝暦 月 日 ？

宝暦 月 日 ？

宝暦 月 日 ？ 布買取なし

宝暦 月 日 月 日～ 日

宝暦 月 日 ？

宝暦 月 日 月 日～ 日

宝暦 月 日 月 日～ 日

市に出雲出栗
毛馬 才（長
尺 寸）代銀
目で購入、布

反売 見世
軒

宝暦 月 日 ？

明和 月 日 ？
売残り馬 疋
明日御覧

明和 月 日 ？

安永 月 日 ？

安永 月 日 ？

安永 月 日 月 日～

安永 月 日 ～ 月 日

安永 月 日 月 日

天明元 月 日 月 日～ 日

天明 月 日 月 日～ 月 日限取引

天明 月 日 ？

寬政 月 日 月 日～ 日

寬政 月 日 ‐ ～ 頃

計

「
御
蔵
本
日
記
」
よ
も
や
ま
小
話
（
吉
積
）
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開
は
表
５
の
と
お
り
で
あ
る
。
延
享
元
年
（
一
七
四
四
）
か
ら
は
景
気
浮

揚
策
と
し
て
布
市
も
併
催
さ
れ
た
の
だ
が
、
早
く
も
宝
暦
六
年
（
一
七
五

六
）
に
は
取
引
き
な
し
に
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
牛
馬
市
は
遠
石
（
享
保

十
五
年
四
月
十
三
日
条
）
や
奈
古
（
文
化
十
年
四
月
九
日
条
、
文
政
四
年

三
月
十
一
日
条
）
で
も
催
さ
れ
て
い
る
。
が
、
規
模
が
小
さ
く
、
富
田
新

町
の
牛
馬
市
が
藩
領
内
随
一
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
牛
馬
に
関
す
る
記
事
を
紹
介
し
て
お
く
。
享
保
七
年
（
一
七
二

二
）
七
月
二
十
三
日
条
に
、
富
海
村
で
一
七
〇
疋
の
牛
馬
が
死
ん
だ
と
あ

り
、
宝
暦
六
年
（
一
七
五
六
）
六
月
十
五
日
条
に
は
、
去
夏
以
来
殊
の
ほ

か
牛
馬
が
死
ん
だ
た
め
祈
祷
を
く
り
返
し
た
が
無
効
の
た
め
、
同
年
十
一

月
を
初
め
と
し
て
七
年
に
一
度
の
湯
立
神
楽
を
実
施
す
る
こ
と
に
し
た
と

い
う
。

同
九
年
五
月
六
日
条
に
は
、
同
村
の
甚
六
が
近
年
数
回
も
牛
を
死
な
せ
、

四
月
二
十
一
日
に
も
さ
ら
に
死
な
せ
た
上
に
頼
母
子
で
買
っ
た
牛
も
同
二

十
七
日
死
な
せ
た
た
め
銀
七
○
目
の
借
銀
を
願
い
出
て
来
た
の
で
銀
五
○

目
を
無
利
、
二
ヶ
年
賦
貸
し
と
し
た
と
あ
る
。
栗
屋
村
で
は
文
化
元
年
（
一

八
○
四
）
五
月
二
十
二
日
か
ら
九
月
十
一
日
ま
で
に
牛
七
疋
、
馬
三
疋
を

死
な
せ
た
と
九
月
十
四
日
条
に
見
え
、
と
う
と
う
翌
年
二
月
十
五
日
条
に

は
、
牛
馬
繁
昌
の
た
め
石
地
蔵
を
建
立
す
る
に
至
っ
た
と
あ
る
。
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よ
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や
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